
主要活断層帯の評価結果� 主な海溝型地震の評価結果�
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凡例：� 高い（３０年以内の発生確率が３％以上）�

ほぼ０％とは０.００１％�
未満をいう�

確率は２００８年１月１日起点�

やや高い（３０年以内の発生確率が０.１～３％）�

今後評価が行われる断層帯（群）�

表記なし（３０年以内の発生確率が０.１％未満�
または確率が不明、活断層でないと評価）��

断層帯の名称�

３０年以内に地震が�
起こる確率�

地震規模（マグニチュード）�

櫛形山脈断層帯�
M６.８程度　０.３％～５％�

凡例：�

三陸沖から房総沖の海溝寄り�
�津波地震�
Mt８.２前後※　２０％程度　�

（特定海域では６％程度）�
�正断層型�
M８.２前後　４％～７％�
（特定海域では１％～２％）�
�

宮城県沖�
M７.５前後　９９％�

三陸沖南部海溝寄りの領域と同時発生の場合�
M８.０前後�

三陸沖北部�
M８.０前後　０.１％～１０％�
M７.１～７.６　９０％程度　�
�

福島県沖�
M７.４前後　�
７％程度以下�

茨城県沖�
M６.８程度　９０％程度�

その他の南関東の�
M7程度の地震�
M６.７～７.２程度　７０％程度�

日向灘のプレート間地震�
M７.６前後　１０％程度�

根室沖�
�M７.９程度　４０％程度�
十勝沖と同時発生の場合�
M８.３程度�

南海地震�
M８.４前後　５０％程度�
東南海地震と同時発生の場合�
M８.５前後�

東南海地震　�

M８.１前後�
６０～７０％程度�
南海地震と同時発生の場合�
M８.５前後�

相模トラフ沿い�
（大正型関東地震）�
M７.９程度　ほぼ０％～1％�
�

安芸灘～伊予灘～�
豊後水道の�
プレート内地震�
M６.７～７.４　４０％程度�

琵琶湖西岸断層帯�
M７.８程度　０.０９％～９％�

櫛形山脈断層帯�
M６.８程度　０.３％～５％�

山形盆地断層帯�
北部�
M７.３程度　０.００２％～８％��

阿寺断層帯�
主部：北部　�
M６.９程度　６％～１１％�
�

石狩低地東縁断層帯�
主部�
M７.９程度　０.０５％～６％�
もしくはそれ以下�

十勝沖�

M７.８程度　�
０.００６％～０.１％�

北海道北西沖�

M８.１前後　�
０.１％～１％�
根室沖と同時発生の場合�
M８.３程度�

�

�

�

平成１５年（２００３年）�
十勝沖地震�
M８.０　�
６０％程度※�
�

山崎断層帯�
主部：南東部�
M７.３程度　０.０３％～５％�

中央構造線断層帯�
金剛山地東縁―和泉山脈南縁�
M８.０程度　ほぼ０％～５％�

宇部沖断層群（周防灘断層群）�
主部�
M７.６程度　２％～４％�

※発生直前における確率。�

この地震は、地震調査研
究推進本部が地震発生
可能性の長期評価にお
いて、想定していた地震
が実際に発生した最初
のケースです。�

十勝沖�
M８.１前後�
０.１％～１％�

領域または地震名�

地震規模（マグニチュード）�
３０年以内に地震が起こる確率�

�

確率は２００８年１月１日起点�

相
模
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�
上町断層帯�
M７.５程度　２％～３％�

 京都盆地―奈良盆地断層帯南部�
（奈良盆地東縁断層帯）��
M７.４程度　ほぼ０％～５％�

木曽山脈西縁�
断層帯�
主部：南部�
M６.３程度　�
ほぼ０％～４％�

�

南西諸島海溝�

M７.５程度　�
３％程度以下�

秋田県沖�

日本海東縁�

M７.８程度　�
３％～６％�

佐渡島北方沖�

　約２,０００の活断層の中から、M７程度以上の規模の大きい地震が発生する可能性が高く、社会的・経済的影響の大きい活断層を選び、
地震が発生した場合の規模（マグニチュード）や、発生確率（今後３０年以内に地震が起こる確率など）を評価しています（平成２０年１２月）。�

庄内平野東縁�
断層帯　�
�M７.５程度　�
ほぼ０％～６％�

�

　海溝型地震のうち、南海トラフの地震（東南海・南海地震）、三陸沖から房総沖にかけての地震（宮城県沖地震を含む）などに
ついて、地震が発生した場合の規模（マグニチュード）や、発生確率（今後３０年以内に地震が起こる確率など）を評価しています。�

雲仙断層群�
南西部：北部�
M７.３程度　ほぼ０％～４％�

 阪神・淡路大震災�
（兵庫県南部地震）の時に�
活動した�
六甲・淡路島断層帯�
�
�

M７.３　０.０２％～８％�

（主部：淡路島西岸区間�
「野島断層を含む区間」）�

の地震発生直前に�
おける確率�

想定東海地震　�

（参考値）�
M８.０程度　８７％�

布田川・日奈久断層帯�
中部：ケース１�
M７.６程度　ほぼ０％～６％�

三浦半島断層群�
�主部：武山断層帯�
M６.６程度もしくはそれ以上　６％～１１％�
主部：衣笠・北武断層帯�
M６.７程度もしくはそれ以上　ほぼ０％～３％�

富士川河口断層帯�
M８程度　０.２％～１１％�

森本・富樫断層帯�
M７.２程度　ほぼ０％～５％�

境峠・神谷断層帯�
主部�
M７.６程度　０.０２％～１３％�

黒松内低地断層帯�
M７.３程度以上　２％～５％以下�

サロベツ断層帯�
M７.６程度　４％以下�

神縄・国府津―松田断層帯�
M７.５程度　０.２％～１６％�

砺波平野断層帯・呉羽山断層帯�
砺波平野断層帯東部�
M７.０程度　０.０４％～６％�
呉羽山断層帯�
M７.２程度　ほぼ０％～５％�

高山・大原断層帯�
国府断層帯�
M７.２程度　ほぼ０％～５％�

 糸魚川―静岡構造線断層帯�
（牛伏寺断層を含む区間）��
M８程度　１４％�

警固断層帯�
南東部�
M７.２程度　�
０.３％～６％�

�

［主な評価結果］�
主要活断層帯や海溝型地震 の発生可能性を評価し、公表しています。�
平成２０年１２月までに、糸魚川－静岡構造線  断層帯など主要な１０５の活断層帯と、�
東南海・南海地震、宮城県沖地震など、　７つの海域で発生する海溝型地震に関する評価を公表しています。�

別府―万年山断層帯�
大分平野－由布院断層帯：西部�
M６.７程度　２％～４％�

大分平野－由布院断層帯：東部�
M７.２程度　０.０３％～４％�
�

地震調査研究推進本部ホームページ　http://www.jishin.go.jp/main/p_hyo   ka02.htm

地震発生可能性の長期評価�1-2

※Mt：津波の高さから求める地震の規模�
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